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No. 712 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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新年あけましておめでとうございます。

組合員の皆さま、賛助会員の皆さま、

本年も宜しくお願い申し上げます。

　昨年の世界・日本の情勢を顧みますと、欧州で

は難民問題や激しい政策の争いによる首長選挙

等、朝鮮半島をめぐる地政学的リスクの増大のな

か、先進国政治は先行きが見通せない状況でした。

一方、世界経済は FRB が金融正常化に舵を切り

ましたが、金融市場の混乱はなく、拡大が続きま

した。国内では、個別の問題はありながらも衆議

院選挙で自民党の圧勝となり、企業収益、雇用環

境も良好に推移しましたが、個人消費の力強さ不

足が見られました。この結果本年は、地政学的な

不確実性等に留意が必要とされながらも、引き続

き世界経済の安定成長が見込まれます。国内は、

政府が雇用・所得環境の改善を進め個人消費が力

強くなり、企業収益の改善により設備投資が増加

し、堅調な民需による景気回復が期待されます。

　昨年の住宅需要は、持家と貸家の着工減の影響

から前年比で微減すると予想されます。本年は、

2019 年 10 月の消費増税を前に、駆け込みを含

め持家と分譲戸建の増加が見込まれます。一方、

貸家は相続税の節税対策の影響が減少し、分譲マ

ンションは価格と在庫率の高止まりの影響を受け

減少、全体は微増の 96万戸台半ば（年度）と予

測（建設経済研究所）されます。

　また国内の住宅資材は、昨年国産針葉樹合板の

過小在庫から始まりましたが、大手合板工場の火

災からの再建・再稼働により供給状況は改善しま

した。しかし需要用途の拡大により、針葉樹構造

用合板の需要家への供給はタイトな状況が続きま

した。加えて運転手不足などの物流問題も、深刻

さを増しました。本年は、輸入に関連する合板・

建材では産地からの供給の安定化が望まれます

が、国内でも、針葉樹構造用合板の需要に見合っ

た供給が望まれます。

　このような環境のなか、日合商は、合法木材等

の利用と取扱拡大並びに普及を主要な活動の一つ

とし、各支部で研修会を進めてまいりました。特

に昨年 5月施行のクリーンウッド法では、グリー

ン購入法に基づく合法性確認方法が活用できるこ

とになりました。本年についても、引き続き合法

木材等の利用促進、木造住宅への補助政策の拡大

等への陳情等により、政府施策と組合員の業務と

の関係性が深まるよう取組みを進めます。また組

合員を中心とする会員向け勉強会・研修会・親睦

会を各支部と共同で活発に実施し、日合商の基盤

強化を目指して参りたいと考えております。

　日合商の会勢の強化に関しましては、昨年は組

合員が 847 社（9月末日）まで減少しましたが、

組合員・準会員・賛助会員の皆様のご協力を仰ぎ、

早期に 1,000 社を超える組合を目指して邁進し

ていく所存です。

　本年も、日合商として情報の早期収集並びに発

信を通じ、組合員の皆様の業容拡大に貢献して参

りたいと考えております。また、会員相互で「協

調と連帯」が発揮できますよう活発なコミュニ

ケーションを実践し、発展を期して参りたいと思

います。

　会員の皆様と連帯し成果を手に入れる年とする

ことを祈念して、年頭のご挨拶とさせて頂きます。

日本合板商業組合
理事長　足立  建一郎

年 頭 所 感



  2018 年　1 月 日 合 商 時 報2

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した2 社

平成 29 年 12 月 25 日現在 東関東
東関東	 - ③ -0016	 鶴岡材木㈱	 代表取締役	 鶴岡  達男

東京
東京・静岡	- ① -0215	 ㈱瀧澤輝商店	 代表取締役	 瀧澤  一雄

林野庁より公表された 2017 年 12 月 19 日開催「平成 29 年度第 3 回木材需給会議」の検討結果
丸太 輸入製材品

米材　　欧州材　南洋材　 北洋材　NZ/チリ　 計
四半期　   　　区　分

米材　　南洋材　北洋材　NZ/ チリ　　計
国産材

製材用 　合板用　    計

輸入丸太

平
成
29
年

平
成
30
年

国内製造　 輸入　　計 国内製造　 輸入　　計

合板 構造用集成材

	 　7-9 月	 実績

	10-12 月	 見込み

年計

	 1-3 月	 見通し

	 4-6 月	 見通し

	 2,870	 971	 3,841	 660	 55	 27	 102	 844	 549	 723	 114	 154	 81	 1,621	 816	 675	 1,491	 405	 219	 624
	 98.4	 109.0	 100.9	 103.0	 117.0	 84.4	 147.8	 107.0	 96.1	 103.4	 95.0	 95.7	 92.0	 98.9	 106.3	 98.7	 102.7	 111.0	 105.8	 109.1
	 3,100	 1,040	 4,140	 650	 38	 30	 120	 838	 585	 690	 115	 140	 78	 1,608	 800	 709	 1,509	 395	 190	 585
	 98.7	 110.6	 101.4	 99.5	 71.7	 83.3	 86.3	 95.1	 98.5	 111.7	 92.7	 97.9	 77.2	 101.8	 102.6	 102.2	 102.4	 103.9	 102.7	 103.5
	 12,208	 3,910	 16,118	 2,679	 154	 139	 394	 3,366	 2,230	 2,859	 465	 636	 333	 6,523	 3,176	 2,870	 6,046	 1,565	 844	 2,409
	 98.6	 105.3	 100.2	 96.0	 79.8	 89.1	 89.7	 94.0	 99.8	 104.5	 93.9	 95.9	 100.9	 101.0	 103.7	 103.5	 103.6	 110.2	 109.5	 109.9
	 3,100	 1,000	 4,100	 700	 30	 30	 100	 860	 516	 670	 115	 180	 92	 1,573	 780	 686	 1,466	 380	 185	 565
	 99.6	 112.0	 102.3	 97.9	 136.4	 103.4	 149.3	 103.2	 99.4	 93.7	 101.8	 110.4	 103.4	 98.4	 102.1	 88.3	 95.1	 101.3	 84.5	 95.1
	 3,000	 1,060	 4,060	 700	 50	 40	 80	 870	 544	 700	 115	 180	 80	 1,619	 810	 713	 1,523	 390	 200	 590
	 96.0	 105.4	 98.3	 107.0	 128.2	 75.5	 76.2	 102.2	 94.3	 95.8	 93.5	 100.6	 94.1	 95.5	 101.8	 100.6	 101.2	 100.0	 92.6	 97.4

実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)

Ｊ
Ａ
Ｓ
標
語

建築に品質たしかな ＪＡＳマーク
木の佳さを生かす良い品 ＪＡＳ製品
家づくり品質たしかな ＪＡＳ製品
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概　要
　2017 年 10 月の新設住宅着工戸数は 83,057 戸（前年同月比 4.8％減）で 4 カ

月連続の減少となった。その内、木造住宅は 49,052 戸（同比 3.7％減）で 4 カ月

連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 93.3 万戸で前月比 2.0％減、先月

の増加から再びの減少となった。

　利用関係別では持家が 24,807 戸（前年同月比 4.8％減）で 5 カ月連続の減少、

貸家は 38,017 戸（同比 4.8％減）で 5 カ月連続の減少、分譲は 19,588 戸（同比 4.8％

減）で 2 カ月連続の減少となった。

　分譲の内訳はマンションが 7,489 戸（同比 16.9％減）で 2 カ月連続の減少、戸

建ては 11,861 戸（同比 5.0％増）と先月の減少から再びの増加となった。持家、

貸家及び分譲が減少したため、全体で前年同月比 4.8％の減少となった。

　建築工法別ではプレハブが 12,289 戸（同比 5.2％減）で 5 カ月連続の減少、2

× 4 は 11,261 戸（同比 4.4％減）で 4 カ月連続の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　10 月の国内合板生産量は 28.0 万㎥（前月比 101.8％、前年同月比 106.2％）と

発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 26.8 万㎥（同比 101.9％、106.5％）

となり、出荷量は 27.3 万㎥（同比 102.1％、105.8％）となった。

　輸入合板の 10 月度入荷量は 23.2 万㎥（前月比 106.9％、前年同月比 101.5％）

となった。1 〜 10 月平均の入荷量では前年の 103.8％と増加はしている。国別入

荷量はマレーシアが 8.8 万㎥、インドネシアが 7.3 万㎥、中国が 5.5 万㎥となっ

ている。依然低水準の入荷量が続いており、少なくとも雨期が終わる来年 3 月ま

では、原木不足が原因で入荷減が継続すると思われる。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は生産量 26.8 万㎥・出荷量 27.3 万㎥と共に過去最高の数量と

なり、低水準で推移している在庫量が更に減少している。非構造用合板が大幅に

増加しており、引続き継続されていくと思われる。12 月以降の需要を考えると

これからもしばらく強気で推移していき今後の需要増加局面で品不足による混乱

が起きると考えられるので、多少先の必要量も確保しておいた方がよいだろう。

　輸入合板は産地の原木不足が深刻で生産遅れが深刻化している。更なる増税話

も出ており、しばらく現地価格は強気で推移すると思われる。港頭在庫も極めて

低水準であることから、アイテムによっては欠品状態が継続すると推測され、多

少先の必要量も確保しておいた方がよいだろう。
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合板　短期需給見通し
供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2017(H29)7-9
前回予測 （1,467） （810） （657） （1,470） （810） （660） （1,085.700）（160.326）（925.374）

実績 1,491.388 816.067 675.321 1,499.253 818.253 681.000 1,080.835 158.140 922.695

10-12
前回予測 （1,501） （800） （701） （1,500.000） （800） （700） （1,086.700）（160.326）（926.374）

見込み 1,509.000 800.000 709.000 1,530.000 820.000 710.000 1,059.835 138.140 921.695
計 6,046.000 3,176.000 2,870.000 6,068.000 3,191.000 2,877.000

2018(H30)1-3
前回予測 （1,474） （780） （694） （1,460） （760） （700） （1,100.700）（180.326）（920.374）

見通し 1,466.000 780.000 686.000 1,465.000 770.000 695.000 1,060.835 148.140 912.695
4-6 見通し 1,523.000 810.000 713.000 1,500.000 800.000 700.000 1,083.835 158.140 925.695

（Unit：1,000㎥）合板需給検討委員会による「合板需給見通し」を
林野庁主催「平成29年度第3回木材需給会議」に向け提出
　国産合板の需要
1. 平成 29 年第 3四半期の実績について　　今回（818 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�大手ハウスメーカー及び大手プレカット工場のとも比較的旺盛な住宅受注から、仕

入れ量は増加した。中小工務店・ビルダー向け受注残は流通店倉庫への納入が進んだ。
出荷量は 818 千㎥（＋ 3.8％）と前年を大きく超えた。
2. 平成 29 年第 4四半期の見込みについて　今回（820 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�中小工務店・ビルダー向けでは、引き合いが落ち着き、大手ハウスメーカー、大手

プレカット工場では引き続き好調に推移する。またフローリング用針葉樹台板の需
要は、増加傾向は継続。針葉樹構造用合板の通常品の需給バランスはとれているが、
特寸や実加工品は特に納期を要する状況となっている。加えて年末のトラック確保
の困難な状況も、納期遅延の一因となっている。出荷量は 820 千㎥（＋ 3.1％）と 2
四半期続けて増加の見込み。暦年では 3,191 千㎥（＋ 2.4％）、国産比率 52.6％と高
水準の出荷が見込まれる。
3. 平成 30 年第 1四半期の見通しについて　今回（770 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　�針葉樹構造用合板は、中小工務店・ビルダーでは、需要変動をみながらの手当てと

なるが、大手ハウスメーカー並びに大手プレカット工場では仕入量の水準は維持さ
れる。全体では前年水準の住宅着工数予想により需要は維持される見込み。

（前年同期との差異について）
　�供給は、前年実績に再稼働分を加味した数字が見込まれるが、出荷も前年を上回る

ため、在庫は低い水準で推移する見通し。前年と比して新設住宅着工戸数は同水準
の見込みだが、非住宅建築物の需要増大で、国産合板需要は 770 千㎥（＋ 1.1％）と
前年上回る水準は維持される見込み。
4. 平成 30 年第 2四半期の見通しについて　今回（800 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　�針葉樹構造用合板需要は、住宅着工需要などは販売状況との睨み、非住宅用は引き

続き増加、全体では前年水準えを上回る見込み。一方、針葉樹合板の需要用途拡大
に対応する生産体制では、4 月に三重において月産 6 千㎥の生産拠点の稼働が予定さ
れ、複合フローリング用台板など広がる需要を支えると期待される。

（前年同期との差異について）
　�生産能力の増強により、国産合板の需要も 800 千㎥（＋ 1.1％）と前年を上回る傾向

は続くと予想される。

　輸入合板の需要
1. 平成 29 年第 3四半期の実績について　　今回（681 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�マレーシア・インドネシアの丸太の出材不足を理由とする契約残の現地生産の未消化から、供給量とともに出荷

も制約された。　出荷量は 681 千㎥（－ 0.1％）と前年を若干下回る結果となった。
2. 平成 29 年第 4四半期の見込みについて　今回（710 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�7/1 以降伐採丸太を対象としたサラワク州のティンバープレミアムの税率引上げ、丸太出材不足の中、駆け込み

発注分などが今四半期に遅れて入荷すると予想される。しかし、製品アイテム別では、塗装型枠合板や薄物・中
厚合板などの品薄状態は解消されておらず、現地生産も丸太不足から単板選別は構造用・生型枠用が優先となり、
薄物・中厚合板の不足は続く見込み。今四半期も品薄なアイテムの引き合いは続き、需要は衰えない。出荷量は、
710 千㎥（＋ 1.3％）と前年を上回る見込み。暦年では、2,877 千㎥（＋ 4.0％）と前年を大きく上回る見込みとなる。
3. 平成 30 年第 1四半期の見通しについて　今回（695 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　�供給は、ベトナムテト・中国正月の季節的影響により減少となる見込みだが、南洋材フロアー台板や薄物・中厚

合板の根強い一定の需要は継続するため、供給を上回る需要になると考えられる。
（前年同期との差異について）

　�前年の 1 月集中入荷に比較し入荷量は前年比では大幅減少し、出荷量も 695 千㎥（－ 11.4％）と減少する。
4. 平成 30 年第 2四半期の見通しについて　今回（700 千㎥）
 （見通し作成の根拠）
　�供給面では、3 月頃見込まれる雨期明けによる現地の丸太の出材不足状況の回復により、遅れていた供給が通常

状態に戻ると予想されている。そのため床暖房用フロアー台板や薄物・中厚合板など、国内産合板で容易に代替
できないアイテムの底堅い需要に応えてゆくものと予想される。

（前年同期との差異について）
　�出荷量は、第 1 四半期より増加し、700 千㎥（－ 0.3％）とほぼ前年水準を確保すると予想される。

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

東京の合板卸売り価格（円）
※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 

（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）

品　　目

570
730
860

1,500
1,740
1,130
2,530
2,830
1,900
1,320
1,350

12 月7 日

+10
0
0
0
0
0
0
0
0
0

+30

前週比

570
730
860

1,500
1,740
1,130
2,530
2,830
1,900
1,320
1,350

12 月12 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

570
730
860

1,500
1,740
1,130
2,530
2,830
1,900
1,330
1,370

12 月20 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0

+10
+20

前週比

2017.10.26-27
北海道支部 紋別バイオマス発電所研修会　参加 14 名

住友林業株式会社北海道支店主席中井氏のご協力をいただ
き、紋別バイオマス発電株式会社代表取締役社長 髙田晴
郎氏ならびにオホーツクバイオエナジー株式会社代表取締
役社長 山東正典氏を講師として研修会が開催されました。
まず、紋別バイオマス発電所の発電規模（5 万 kW）、年間
販売電力量 3 億 kWh（一般家庭約 10 万世帯の年間使用量）、
燃料にはオホーツクバイオエナジー本社工場で電力供給し
ている地域で製造・集荷する木質チップを中心に、補助燃
料に石炭・PKS（ヤシの実の殻）を使用などの基本情報の
レクチャー後、チップ加工工場からタービン棟などをつぶ
さに見学させていただきました。

従来は有効活用できていなかった間伐材・端材を利
用する FIT（電力 20 年間固定買取）制度に基づく
紋別バイオマス発電所での研修と工場見学。研修会
後の懇親会、翌日の網走観光と紅葉を満喫。


